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いわき市医療センター院長

相澤  利武

「地域完結型医療」の実現に向けて
　令和3年4月、院長に就任しました相澤利武です。 
　昭和25年の開設から70年以上にわたる歴史と、市内最大の病床数を有する公立病院の院長とい
う重責に、大変身の引き締まる思いです。

　さて、福島県浜通り地区唯一の救命救急センターを持つ当センターは、市内はもとより、隣接する相
双地区や北茨城市にお住まいの方々の生命を守る「最後の砦」として、高度急性期医療を提供するとと
もに、地域がん診療連携拠点病院や地域周産期母子医療センターなど、様々な役割を担っております。

　また、当センターは、高度先進医療の導入にも力を入れており、より専門的な医療の提供に向け、複
数の診療分野でセンター化を進めております。

　その一例としまして、循環器分野では、東北地方でいち早くTAVI(経カテーテル大動脈弁植え込み
術)を平成26年に導入し、これまでの7年間で188件の治療実績を有するほか、血管内治療に関しま
しては、心血管カテーテル治療センターを立ち上げ、PTCA(経皮的冠動脈形成術)やPPI(経皮的末
梢血管形成術)に積極的に取り組み、東北地方でトップクラスの症例数を誇っております。  

　さらに、人工関節センターを設置する整形外科では、救急外傷への対応に加え、対応可能な施設が
限られる肩のリバース型人工関節をはじめ、様々な人工関節手術を行っており、年間の手術件数は
約2,000件を数えます。

　これらの取組に加え、地域医療支援病院である当センターは、住み慣れた地域で必要な医療提供
を受けられる、いわゆる「地域完結型医療」の実現に向け、地域の医療機関の方々と連携を図りなが
ら、医療の質向上にも取り組んでおります。
 
　私たち医療従事者にとって、患者さんやご家族から「いい病院にかかれてよかった」と言っていた
だけることが何よりの喜びです。今後とも「相手を慈しむ心を持ち優れた医療技術を施す」という、
当センターの基本理念である「慈心妙手」の理念のもと、常に患者さんの視点に立った医療提供に向
け、職員一同、全力で取り組んでまいりますので、引き続き、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

就 任 あ い さ つ

平成6年4月、総合磐城共立病院時代に整形外科医
として着任し、肩関節の治療を中心に活躍。
平成23年から平成25年まで人工関節センター長
を務める。
令和3年4月から院長に就任。
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人工関節センター
～関節が変形し、慢性的な痛みにお悩みの方に～

人工関節センター長
安永　亨

　変形した膝関節の骨（大腿骨と脛骨）の表面を削
り、金属製の人工関節に置き換えるとともに、軟骨
の代わりとして、耐久性に優れた超高分子ポリエチ
レン製の部品を、それらの骨の間に挿入する手術で
す（図１）。この手術は、変形が高度に進行した症
例でも、骨移植（図２）や特殊な金属製の部品（図３）
により、損傷した部分を補うことで対応することが
でき、その場合でもリハビリや入院期間が延びるこ
とはありません。

　変形した股関節の骨を取り除いた後、金属製の「ス
テム」と呼ばれる部品とボールを大腿骨に、「ソケット」
と呼ばれる金属製の部品と超高分子ポリエチレンを
臼蓋部（骨盤側の受け皿）に設置する手術です（図４）。

１　人工膝関節置換術

２　人工股関節置換術

術前後正面像

術前後側面像
図１　人工膝関節置換術（通常）

図２　人工膝関節置換術
　　　　　（骨移植）

図３　人工膝関節置換術
　　　　　（骨補填）

（右写真）
膝蓋骨部品

大腿骨部品　 脛骨関節面部品   脛骨部品

　長い間、ヒアルロン酸の注射を受けたり、痛み止め
を服用したりしているにも関わらず、関節の痛みが
改善せず、お悩みの方は多いのではないでしょうか？
　残念ながらこれらの治療は、すり減った軟骨を再
生させるものではないため、変形が進行した関節に
は効果が乏しいのが一般的です。
　日本は超高齢化社会を迎え、変形性関節症により
日常生活に支障をきたし、健康的な暮らしを断念さ
れる患者さんが年々増加しています。慢性的な痛み
は精神面へのダメージも大きく、うつ病や脳の萎縮
との関連性も報告されています。
　変形性関節症や関節リウマチなどにより関節の変
形が進行し、注射や服薬等では症状の改善が望めな
い場合、傷ついた関節の損傷面を取り除き、人工関
節に置き換える「人工関節置換術」が、1962年頃
から行われるようになりました。
　私たち医療センター（旧・総合磐城共立病院）では、こ
の手術を安全かつ高いレベルで継続的に行っていくた
め、平成22年５月に「人工関節センター」を開設しました。

人工膝関節置換術に使用する主な部品

　現在、当センターが取り扱う主な部位は、膝関節、
股関節、肩関節です。

だいたいこつ

(太ももの骨にはめこむ部品 )

しつがいこつ

けいこつ けいこつ

(軟骨の代わり ) (すねの骨にはめこむ部品 )



❹

　この手術では、「ナビゲーションシステム」とい
うコンピューターを使って、骨の位置や向きを把握
し、安全かつ正確に人工関節を設置します。

　人工関節置換術は、感染症を防止するため、極め
て高い清潔度が求められます。このため、手術は空
気中の塵やごみ、細菌を取り除く空調設備を備えた
バイオクリーンルームで行い、手術を行うスタッフ
も、宇宙服のような特殊な手術衣を着用します。
　当センターでは、２部屋あるバイオクリーンルー
ムをフル稼働し、年間で膝関節、股関節の手術をそ
れぞれ約200例、肩関節の手術を約50例実施して
います。
　また、手術日の翌日から、理学療法士や作業療法
士など専門スタッフによるリハビリを行い、自宅で

３　人工肩関節置換術
　平成26年４月から日本に導入された比較的新しい
タイプの人工関節を使用しています。
　変形した肩関節を取り除き、金属製の「ステム」
を上腕骨（肩に近い腕の骨）に、金属製のベースプ
レートとボールを肩甲骨に設置し、それらの間に「ラ
イナー」と呼ばれるポリエチレン製の部品を挿入す
る手術です（図５）。
　この手術は、手を挙げる際に重要な働きをする「腱
板」という組織が断裂し、変形してしまったような
症例に最も有効です。手を挙げることを諦めていた

手術とリハビリ

　バイオクリーンルームの空気清浄
度は、空気中の微粒子の数によって
分類されますが当センターは、クラス
100 といわれる最高レベルの環境下
で手術を行っています。

図４ 人工股関節置換術 図５ 人工肩関節置換術
　　　（リバース型）

図６ 術後に右肩拳上が可能
　　となった症例

　手術前の計画、手術中の状態をナビ
ゲーションシステムを使って計測し、
患者さんにとって理想的な人工関節を
設置することが可能です。

患者さんも、手術によって手を挙げられるようにな
ります（図６）。

日本ストライカー株式会社 提供

ナビゲーションシステム バイオクリーンルーム



人工膝関節の訓練風景
　（階段昇降の指導）

人工股関節の訓練風景
（入浴動作の指導）

人工肩関節の訓練風景
  （肩の挙上の指導）

人工関節センターの
受診方法

  かかりつけ医からの申込となります。
 （診療予約申込書のＦＡＸによる予約）
当センターホームページにおいて、詳細な
受診方法等をご案内しています。

患者サポートセンター地域医療連携担当
ＴＥＬ：0246(26)2250（直通）
ＦＡＸ：0246(26)2119

安永  亨

  平成10年10月、総合磐城共立病院時代に着任。　　　　　　
  平成25年から、人工関節センター長に就任。
【専 門】　膝関節、スポーツ障害
【資 格】　日本整形外科専門医、日本体育協会
　　　　　公認スポーツドクター、日本整形外科
　　　　　学会認定スポーツ医

執筆者紹介

の生活が可能と判断された時点で退院となります。
入院期間は１～３週間程度です。
　退院後も定期的に外来受診していただき、当セン
ターが責任をもってフォローさせていただきます。
　人工関節置換術は手術後の成績もよく、膝関節や
股関節では、手術から10年経過しても95％以上、
30年経過しても80％以上で問題がなかったことが
報告されています。肩関節については、現行のタイ
プが日本に導入されてから間もないため、長期的な
成績は今後明らかとなる見込みです。
　人工関節置換術により関節の痛みから解放され、
日常生活を活動的に過ごせるようになると、運動量
の増加に伴い筋肉から「マイオカイン」という物質
が分泌されるようになります。この物質は、メタボ
リックシンドロームの改善だけでなく、脳細胞の活
性化による記憶力の向上やうつ病の改善、組織修復

機能の改善、免疫能力の亢進など、様々な効果をも
たらします。
　一方、人工関節置換術には、感染や深部静脈血栓
症、肺塞栓症（エコノミークラス症候群）、股関節
の場合には脱臼の可能性など一定のリスクを伴いま
すので、事前に担当医師から説明を受け、メリット
とデメリットを十分理解した上で、手術を受けられ
ることをお勧めします。
　当センターの最大の強みは、他の診療科（麻酔科、
内科、外科、救命救急センター等）との連携が図ら
れており、万が一、不慮の事態が生じた場合でも、
迅速なサポートを得られることから、患者さんだけ
でなく、私たち医療スタッフも心強く感じています。
　長期間、関節の痛みに悩まされている方は、ぜひ
当センターへご相談ください。

リハビリの様子
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　整形外科に赴任しましたの中村と申
します。よろしくお願いします。

整形外科

中村 正隆 医師
なかむら　　 まさたか

　整形外科に赴任しました。この地域
のお力になれるよう頑張ります。よろ
しくお願いします。

整形外科

千葉 美詩央 医師
ちば 　         みしお

   循環器内科に赴任しました千葉直貴
と申します。皆さんのお役に立てるよ
う頑張ります。

循環器内科

千葉 直貴 医師
ちば          なおき

 　整形外科に赴任しました大泉樹と申
します。地域の医療と病院に貢献でき
るように頑張ります。

整形外科

大泉 樹 医師
おおいずみ  いつき

 　整形外科に赴任しました中川です。
至らぬ点もありますが、懸命に努力いた
します。

整形外科

中川 理久 医師
なかがわ  　みちひさ

  16年ぶりに故郷に戻ってまいりまし
た。肺がんを含む呼吸器疾患の診療で、
地域の医療に貢献できるよう頑張ります。

呼吸器外科

髙木 玄教 医師
たかぎ        ひろのり

   後期研修1年目の後藤と申します。
いわき市の医療に貢献できるよう尽力
いたします。

整形外科

後藤 悠樹 医師
ごとう　  　ゆうき

   循環器内科の土屋と申します。いわき
市の医療に貢献できるよう頑張ります。

循環器内科

土屋  聡 医師
つちや         さとし

~ 新しい医師を紹介します~ 

　

新任医師紹介
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　麻酔科に赴任しました小林磨巧と申
します。地域のお役に立てるよう頑張り
ます。よろしくお願いします。

麻酔科

小林 磨巧 医師
こばやし    　まさと

　小児科に赴任しました野寺です。い
わき市出身です。地元の医療に貢献で
きるよう尽力いたします。

小児科

野寺 真樹 医師
のでら　　　まき

　整形外科に赴任しました鈴木丈夫で
す。よろしくお願いします。

整形外科

鈴木 丈夫 医師
すずき　  　たけお

　小児科に赴任しました金丸です。少
しでも地域に貢献できるよう頑張りま
す。よろしくお願いします。

小児科

金丸 ゆり 医師
かなまる

　小児外科に赴任しました尾形です。
子どものために一生懸命頑張りますの
で、よろしくお願いします。

小児外科

尾形 誠弥 医師
おがた　　　せいや

　外科に赴任しました小林です。地域
に貢献できるよう頑張ります。よろし
くお願いします。

外　科

小林 直哉 医師
こばやし　    なおや

   外科に赴任しました。いわき市の医療
に貢献できるよう、元気に頑張ります。

外　科

佃　和彦 医師
つくだ　  　かずひこ

　整形外科に赴任しました長島です。
出身は埼玉県、福島県立医科大学卒で
す。よろしくお願いします。

整形外科

長島 智春 医師
ながしま  　　ちはる

　

　いわき市で麻酔科医として働くこと
ができ、大変嬉しく思います。よろし
くお願いします。

麻酔科

望月 夏紀 医師
もちづき　　　なつき
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　麻酔科の平田です。手術麻酔を通し
ていわき市の医療に貢献できるよう頑
張ります。よろしくお願いします。

麻酔科

平田 日向子 医師
ひらた　         ひなこ

　２年間、研修医としてお世話になり
ます。出身であるいわき市の医療に少
しでも貢献できるよう頑張ります。

研修医

大谷 成希 医師
おおたに    　しげき

　形成外科に赴任しました前田と申し
ます。よろしくお願いします。

形成外科

前田 藍 医師
まえだ　    あい

　麻酔科の遠藤です。２年ぶりに戻っ
てきました。地域貢献できるよう頑張
ります。よろしくお願いします。

麻酔科

遠藤 千麻 医師
えんどう     　ちあさ

　研修医として２年間お世話になります。
医師、社会人として成長できるよう精一
杯頑張りたいと思います。

研修医

伊藤 和繁 医師
いとう　　かずしげ

　救命救急センターに赴任しました生
天目です。当センターのお役に立てる
よう頑張ります。

救命救急センター

生天目 かおる 医師
なまため

　２年間研修医としてお世話になりま
す。いわき市の医療に貢献できるよう
一生懸命頑張りたいと思います。

研修医

荒井 怜 医師
あらい　    れん

　形成外科に赴任しました埴原と申し
ます。福島県に初めて来ました。よろ
しくお願いします。

形成外科

埴原 弘直 医師
はにはら   　ひろなお

　

　形成外科の岡田です。茨城から赴任し
てきましたが、いわき市の患者さんにも
誠意をもって診療にあたってまいります。

形成外科

岡田 朋之 医師
おかだ　　  ともゆき

　脳神経外科に赴任しました永井と申
します。地域の皆さんに笑顔を届けら
れるよう頑張ります。

脳神経外科

永井 新 医師
ながい　　あらた
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　お世話になります上野詩歩と申しま
す。立派な歯科医師になれるよう精一
杯頑張ります。

研修医

上野 詩歩 医師
うえの      　しほ

　研修医の眞部と申します。少しでも
地域貢献できるよう頑張ります。よろ
しくお願いします。

研修医

眞部 和也 医師
まなべ　      かずや

　２年間、研修医としてお世話になり
ます。いわき市出身です。よろしくお
願いします。

研修医

比佐 奨 医師
ひさ　    まさる

　いわき市の医療に貢献できるよう、
未熟ながらも精一杯頑張ります。よろ
しくお願いします。

研修医

小林 誠 医師
こばやし　まこと

　２年間、研修医として多くのことを
学び、成長していきたいです。よろし
くお願いします。

研修医

藤田 詞音梨 医師
ふじた        　しおり

　４月より研修医になりました。研鑽を
積み、医師として成長できるよう頑張り
ます。よろしくお願いします。

研修医

則政 颯 医師
のりまさ 　はやて

  ２年間研修医としてお世話になります。
職員としての自覚を持って、修練に励み
ます。よろしくお願いします。

研修医

齋藤 宏樹 医師
さいとう    　ひろき

  ２年間研修医としてお世話になります。
多くのことを学べるよう日々精進して
いきたいと思います。

研修医

佐々木 良 医師
ささき    　りょう

　２年間研修医としてお世話になりま
す隈部将太です。至らぬ点もあるかと
思いますが、よろしくお願いします。

研修医

隈部 将太 医師
くまべ　　しょうた

　

　２年間、研修医としてお世話になり
ます。日々精進してまいりますので、
よろしくお願いします。

研修医

緑川 雄亮 医師
みどりかわ  　ゆうすけ

❾



❿

月曜日
午前 午後区　分 ブース名

火曜日
午前 午後

金曜日
午前 午後

木曜日
午前 午後

水曜日
午前 午後

月曜日
午前 午後

火曜日
午前 午後

金曜日
午前 午後

木曜日
午前 午後

水曜日
午前 午後ブース名

B41 鈴木　　潤 森島　重弘 循 鈴木　　潤 （交　代）

（交　代） （交　代）

1 鈴木　　潤 遠藤　起生 循 鈴木　　潤 遠藤　起生 循 鈴木　　潤
B52 塙　　淳美 石井　まり ア 野寺　真樹 塙　　淳美 ア 野寺　真樹 野寺　真樹

（交　代）
藤江　弘美 神 藤江　弘美 神

B53 吉原　　康 内 大原 信一郎
（交　代）

予 野寺　真樹
野寺　真樹
（交　代）

吉原　　康 内
B54 鈴木保志朗
B43 本田　義信 新 本田　義信 新

B44 （手　術） 神山　隆道 佐野　信行 （手　術） 神山　隆道 神山　隆道 （手　術） 佐野　信行
B45 佐野　信行 尾形　誠弥 尾形　誠弥 尾形　誠弥 尾形　誠弥

F42 非常勤 非常勤 非常勤

F33 遠藤　由樹 入江　嘉仁 入江　嘉仁 遠藤　由樹
F34 中野渡　仁 深田　靖久 北川　彰信 深田　靖久

B22 （手　術） 　 福原光朗（外）

B23 髙木 玄教（外） 　 大　学（外）
）５・４・２・１第（）介紹内院（

B24 大　学（外）
（院内紹介）月１回

B25 大　学（内） 大　学（内）
B26 大沼菊夫（内） 　 大沼菊夫（内）

A16

A17 小林   直哉 白相　　悟 根本　紀子
乳腺 遠山　慎吾 永井　　有

A18 吉田　　寛 佃　　和彦

A19 根本紀子
乳腺

九里　孝雄
甲状腺

乳腺外来・非常勤
（第2・4）

根本　紀子
乳腺

A14 土師　陽一 小久保　翔志
A13 藤川奈々子 藤川奈々子

◆ 小児科【午後（専門外来診察）は完全予約制】　※循=循環器　血=血液　内=内分泌　ア=アレルギー　新=新生児発達　1=1ヶ月児健診　予=予防接種　　腎=腎臓　神=神経

◆ 小児外科　※月曜日午後の診察は、午前中の手術の状況により休診する場合もあります。

◆ 皮膚科　※火曜日の診察は10:00からになります。

◆ 心臓血管外科

◆ 呼吸器科　※内=内科　外=外科　　※呼吸器内科は、全て再来診察のみとなります。　※禁煙外来は、患者サポートセンターを通しての予約となります。

◆ 外科　

内 科 一 般（新） E09 油井　　満 油井　　満 油井　　満
禁煙外来14:00 （当番制） 油井　　満 （当番制）

消 化 器 内 科

E08 高橋　成一
池谷　伸一
須貝　吉樹
（交代）

西丸 　響

西丸 　響

越後　紘治

（交代）

髙井　　智
猪狩　　剛
（交代）

土佐　正規
池田　智之
（交代）

F31 上野　孝治
E11 池田　智之 中山　晴夫 池田　智之 越後　紘治
E12 須貝　吉樹

（隔週） 髙井　　智 須貝　吉樹 池谷　伸一 猪狩　　剛

E13 土佐　正規
IBD専門 土佐　正規 高橋　成一

IBD専門 高橋　成一

循 環 器 内 科
F22 山本　義人

（新患） 瀬川　将人 第1・3
ペースメーカー
第2・4　
ICD

山下　文男 山本　義人
（第1・3）

山本　義人
（第2・4）14:00 ～ 塙　健一郎

F23 工藤　　俊 杉　　正文 崔　　元吉 杉　　正文
（新患） 野木　正道

F24 渡邊　俊介

糖尿病・内分泌科

E15 渡辺　　崇
（糖）

E17 小野　利夫
（糖）

小野　利夫
（糖・内）

小野　利夫
（糖）

大　　　学
）糖（）代交（

E18 渡辺　　崇
）糖（）みの診再（

渡辺　　崇
（糖）

齋藤　悠
（糖）

血 液 内 科 F32 阿久津和子 齋　　敏明 濱崎　洋一 濱崎　洋一 阿久津和子
14:00 ～ 齋　　敏明

脳 神 経 内 科 Ｅ15 大　　　学

心 療 内 科 Ｆ25 岩橋　成壽 岩橋　成壽 岩橋　成壽 岩橋　成壽 岩橋　成壽

◆ 内科　※IBD=炎症性腸疾患　　糖＝糖尿病科外来　　内＝内分泌科外来　　※一つの欄に複数の名前がある場合は、記載の医師が当番制により担当します。　※禁煙外来は、患者サポートセンターを通しての予約となります。

いわき市医療センター 外来担当医一覧

草野　亮太 土屋      聡 千葉   直貴

腎・内
腎

塙　　淳美  ア

新谷　史明 川口　信哉 川口　信哉 白相　　悟 吉田　　寛



いわき市医療センター院長

相澤  利武

「地域完結型医療」の実現に向けて
　令和3年4月、院長に就任しました相澤利武です。 
　昭和25年の開設から70年以上にわたる歴史と、市内最大の病床数を有する公立病院の院長とい
う重責に、大変身の引き締まる思いです。

　さて、福島県浜通り地区唯一の救命救急センターを持つ当センターは、市内はもとより、隣接する相
双地区や北茨城市にお住まいの方々の生命を守る「最後の砦」として、高度急性期医療を提供するとと
もに、地域がん診療連携拠点病院や地域周産期母子医療センターなど、様々な役割を担っております。

　また、当センターは、高度先進医療の導入にも力を入れており、より専門的な医療の提供に向け、複
数の診療分野でセンター化を進めております。

　その一例としまして、循環器分野では、東北地方でいち早くTAVI(経カテーテル大動脈弁植え込み
術)を平成26年に導入し、これまでの7年間で188件の治療実績を有するほか、血管内治療に関しま
しては、心血管カテーテル治療センターを立ち上げ、PTCA(経皮的冠動脈形成術)やPPI(経皮的末
梢血管形成術)に積極的に取り組み、東北地方でトップクラスの症例数を誇っております。  

　さらに、人工関節センターを設置する整形外科では、救急外傷への対応に加え、対応可能な施設が
限られる肩のリバース型人工関節をはじめ、様々な人工関節手術を行っており、年間の手術件数は
約2,000件を数えます。

　これらの取組に加え、地域医療支援病院である当センターは、住み慣れた地域で必要な医療提供
を受けられる、いわゆる「地域完結型医療」の実現に向け、地域の医療機関の方々と連携を図りなが
ら、医療の質向上にも取り組んでおります。
 
　私たち医療従事者にとって、患者さんやご家族から「いい病院にかかれてよかった」と言っていた
だけることが何よりの喜びです。今後とも「相手を慈しむ心を持ち優れた医療技術を施す」という、
当センターの基本理念である「慈心妙手」の理念のもと、常に患者さんの視点に立った医療提供に向
け、職員一同、全力で取り組んでまいりますので、引き続き、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

就 任 あ い さ つ

平成6年4月、総合磐城共立病院時代に整形外科医
として着任し、肩関節の治療を中心に活躍。
平成23年から平成25年まで人工関節センター長
を務める。
令和3年4月から院長に就任。

⓫

月曜日
午前 午後

火曜日
午前 午後

金曜日
午前 午後

木曜日
午前 午後

水曜日
午前 午後ブース名

F36 檜垣　仁志 檜垣　仁志 （当番制）14:00～ 檜垣　仁志 高橋　典子
F37 前田　　藍 高橋　典子 高橋　典子 前田　　藍
F38 埴原　弘道 前田　　藍 岡田　朋之 埴原　弘道
F42 岡田　朋之 埴原　弘道

F51 （交　代） 金杉　　優 西山　　浩 西山　　浩 西山　　浩
F55 （交　代） 本多つよし 本多つよし 本多つよし 本多つよし
F62 （交　代） 大関　健治 金杉　　優 大関　健治 大関　健治
F64 三瓶　　稔 清野　恭子 １ヶ月健診 三瓶　　稔 清野　恭子　 三瓶　　稔

A01 鎌田 久美 股 － 安永　亨
15:00 ～ 16:00 ス

菅野 敦子
（第２・４） 骨粗鬆症 安永 　亨 膝 － 長島 智春 手 外 安永 　亨 膝 －

A02 千葉美詩央 －－ 長島 智春 手 外 笹島 功一 外 足 笹島 功一 外 足 中川 理久 － －
A06 中村 正隆 脊 － 江尻 荘一 手 麻痺 箱﨑 道之 腫 － 江尻 荘一 手 麻痺 中村 正隆 脊 －

A07 相澤 利武 肩 股 相澤 利武 肩 股 相澤 利武
15:00 ～ 16:00 肩 股

A08

A14

大泉 　樹 肩 股 利木 成広
鈴木 丈夫

手 外
手 外

鎌田 久美 股 － 利木 成広 手 外 大泉 　樹 肩 股
A09 (交　代) (交　代) (交　代) 大谷 晃司

（第１・３・５）脊 －

A12 鈴木　保宏 （手　術） 鈴木　保宏 （手　術） 鈴木　保宏
A13 石田   朋久 （手　術） 石田   朋久 （手　術） 石田   朋久

B31 (交   代) 徳山　　聡 徳山　　聡 （手　術） 徳山　　聡 竹田　篤史
B32 （手　術） 上野　誠司 竹田　篤史 （手　術） 上野　誠司 上野　誠司

B33 （手　術） 赤井　太郎
上野　誠司
赤井　太郎
（交代）

（手　術） 赤井　太郎 赤井　太郎

E04 三浦　直晃 （検査治療） 三浦　直晃 （手　術） 三浦　直晃 （検査治療） 三浦　直晃 （手　術） 三浦　直晃 （検査治療）
E03 （検査治療） （手　術） 大   学 （検査治療） （手　術） （検査治療）
E02 大　学 （検査治療） （手　術） （検査治療） （手　術） （検査治療）

G02 森田　真吉

腫瘍外来

森田　真吉

検　　査

（交　代） 森田　真吉
処置

小手術

（交　代）
G03 久岡　巧麻 久岡　巧麻 （交　代） 久岡　巧麻 （交　代）
G04 鹿島　和孝 鹿島　和孝 （交　代） 鹿島　和孝 （交　代）
G05 山内　康成 山内　康成 （交　代） 山内　康成 （交　代）

G14 （交　代）
（小手術） （手　術）

内藤　博之
（小手術）

佐藤　浩子
（小手術）

鈴木　翔太
（小手術）G16 （交　代） 鈴木　翔太 鈴木　翔太 佐藤　浩子

G17 （交　代） 佐藤　浩子 内藤　博之 内藤　博之

4階
01 術前評価（交代） 術前評価（交代） 術前評価（交代） 術前評価（交代） 術前評価（交代）

4階
02

飯嶋　千裕
（毎月最終金曜日）

04 藤本　圭介 藤本　圭介 藤本　圭介 非常勤（新患） 非常勤（再診） 藤本　圭介

A18 阿部　道夫 池谷　伸一
A12 渡邉　睦弥

F31 小柴　貴明 小柴　貴明

◆ 産婦人科　※初診の場合は、かかりつけ医からの紹介状が必要です。

◆ 整形外科　※脊=脊椎　外=外傷・骨折　手=手・外傷　足=足・外傷　肘=肘・外傷　肩=肩・股関節　股=足・股関節　膝=膝関節・スポーツ　ス=スポーツ　腫＝腫瘍　　　※初診の場合は、かかりつけ医からの紹介状が必要です。

◆ 脳神経外科

◆ 泌尿器科　※水曜日は、新患の診察は行っておりません。

◆ 眼科　※火曜日と木曜日の受付時間は、10:00までになります。月・水・金曜日の午後は、予約検査・治療のみとなります。

◆ 耳鼻咽喉科【完全予約制】　

◆ 歯科口腔外科　※午後は予約診療となります。

◆ 麻酔科　※01=術前評価　02=ペインクリニック　　※当番制=麻酔科医師が当番制で担当します。　　※月～木曜は、日にち予約となります。

◆ 放射線治療科　

◆ 緩和ケア内科　

◆ 透析センター外科　

令和3年6月～

　　　 ＝予約診察

◆ 形成外科　※形成外科は日にち予約となります。　　

◎学会や緊急手術等により急遽変更になる場合がありますので、予めご了承願います。
◎当センターでは予約診察を行なっており、表中の　　　部は予約優先  (一部完全予約制)  となります。
　詳細は各診療科でご確認ください。

後藤 悠樹 － －



編 集 後 記
　写真は、本年３月28日に開催されたグランドオープンセレモニー時のものです。
　今回のセレモニーでは、いわき市長のご挨拶に加え、来賓を代表し大峯市議会議長からお祝い
の言葉をいただきました。また、セレモニーの最後には、本市出身の書家である金澤翔子様に当
センターの基本理念を揮毫いただいた「記念碑」のお披露目を行いました。 
　今後とも、様々な医療機能の充実強化の図られた病院施設等をフルに活用し、質の高い医療提
供に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　わたしたちは、市民の健康と生命を
守るため、安全で安心な医療を提供
し、地域から信頼され、進歩し続ける
病院を目指します。

http:// iwaki-city-medical-center. jp/
Email:kyoritsu@iwaki-city-medical-center.jp

T E L  0246-26-3151（代）
FAX 0246-26-2404（経営企画課）  

●編集・発行／広報委員会  ●発行責任者／相澤利武
〒973-8555  福島県いわき市内郷御厩町久世原16

基 本 理 念

「慈心妙手」

「慈心」

「妙手」

（じしん：相手を慈しみ思いやる気持ち）で
 患者さんに接し、

（みょうしゅ：優れた医療技術）で
 診察、治療を行うことです。

基 本 方 針
1. 浜通り地区の中核病院としての役割
　 を担います。

2. 地域と連携し、高度医療、先進医療、
 　救急医療の充実に努めます。

3. 明日を担う医療従事者を育成します。
4. 患者さんと職員との信頼関係を築く
　 ことに努めます。

5. 安全で安心な医療を提供するため
    「チーム医療」を実践します。

6. 自治体病院として良質な医療の提供
    と健全経営に努めます。

通信


